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学校に過剰適応する中学生に関する考察
鳥 越 ゆい子
【要 旨】
本稿での課題は、「学校への通学義務感」をキーワー ドに、現在の子どもたちの学校生活の様子を描き出すことで
ある。すなわち、子 どもたちが学校へ過剰適応する結果おこっている矛盾的状況、またイライラ感をつのらせてい
ることを質問紙調査の結果より明らかにする。具体的には、以下のことを指摘する。子どもたちは、学校に行 くの
があた りまえという 「義務感」を感じている、そ して、授業を義務的に受けている。その意味で、学校の勉強に関
する義務感がいまだ子どもたちを取 り巻いていることに加え、学校の 「求心力」が強くなっているのではないか。
また、そうした義務感をともないながら学校へ通 う子どもの場合、そうでない子どもに比べ、勉強ができるように
な りたいといった意識はあるものの授業には必ず しも積極的ではなく、そ して、クラスではやや無理をしている姿
もうかがわれる。またやる気が出ない ・イライラするといった状態である』 さらに、勉強ができる場合は自信を強
く持つが、できない場合は教師からの評価を気にしがちであることを示唆する結果もある。それは、学校に過剰に
適応 しすぎているとも言え、必ずしも子 どもたちにとってよい状態ではないだろうことを指摘する。
1.はじめに
中学生 について さまざまな問題 が取 り沙汰 され ている。例 えばそれは、い じめや不登校の数、さらには
触法少年(刑 法)・刑法犯少年 の補導 ・検挙人員数 について見た ときに、小学生 ・、高校生に比べ中学生の
年代の子 どもの数が圧倒的に多いことにも象徴 されよ う。そ して、そ うした問題状況をめぐっては、学校
での トラブルや学校制度のあ り方 との関連で語 られ ることが珍 しくない。 では、中学生たち自身に とって、
学校 とはいかなるものなのだろ うか。本稿では、「学校への通学義務感」をキーワー ドに、学校に過瑚適応 し、
その結果お こる矛盾か らイ ライ ラ感 をつのらせ るといった現在の子どもの学校生活 のようすを描き出すこ
とを課題 とす る。
今回 とりあげるのは、1990年代か ら 「個性」 と 「ゆ とり」をスローガ ンにした教育改革 がおこなわれ、
その改革 による制度的変化 を受 けてまさに変わ りつつあると言われ る、現在の学校の状況である。
藤 田(1997)は、この改革 について、教育の構造 ・機能や理念 ・実践 とい う教育の根幹 に関わる変革で
..あるとい う.意味で、極 めてラディカルである と指摘 した。実際、この改革の影響によるものだけでないに
しろ、子 どもにとっての学校が変化 した とい う指摘 は少なくない。例えば伊藤(2002)の指摘である。氏
によれば、「学校のコンサマ トリー化」が起 こっているとい う。つま り、従来学校 は生徒の 「将来のため」
とい うロジ ックで指導をおこなってきたが、現在 は生徒個々人のありのままを尊重 し、 より現在志向の強
い 「心地 よい学校(=居 場所)」に変 えていこ うとしているとい うのである。子 どもにとっての学校が コ
ンサマ トリー化 しているとい うことについては、元森(2004)も中学校の生徒会誌の分析をとお して明 ら
かに している。 このコンサマ トリーな場 としての学校 とい うとらえられ芳 は、最近注目されている、子 ど
もにとっての 「居場所」 としての学校研究の台頭 からも うかが うことができる ω。
この流れのなかで、教師は 「指導」する立揚か ら 「支援」の立場に移行す ることが求め られ るよ うになっ
た。樋田(1999)によれば、生徒の生活の広い範囲にわたって行われていた指導が縮減 され、従来逸脱 と
されてきたことを 「個性」 として許容するようになってきたとい う。また高籏(2002)は、「自ら学ぶ意欲
を育てる」f個性教育」 「支持的風土」 とい う此度の改革 のキー ワー ドによって放任が正当化 され、子 ども
の価値規範の標準が変更 され 「学級崩壊」や 「授業の荒れ」が増え、ひいてはそれが不登校 の誘因へ とっ
なが る危険性を指摘する。
この未来志向か ら現在志向に移行 した とい う 「コンサマ トリー化」説 と一致す る論 として、次の ことも
あげ られる。かって木原(1978)は、学校が教育機 関とい うよりも選抜機関 となっている背景 を、近代社
会の到来によって起こった大学をめ ざした激 しい受験競争、そ して選別の下降現象が浸透 した結果だと説
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明 した。それが昨今、学歴社会の崩壊が語 られ はじめてい る。例えば大多称(2001)は、社会階層上位の
層では依然 「地位欲求不満説」が成 立するが、階層下位になるほど 「自己実現」の風潮があ り 「地位欲求
不満説」が当てはまりにくくなっていることを指摘 してい る。
以上のよ うに、す でにいくつかの研究で、学校の変化 しつつある状況、すなわち、子 どもにとっての学
校の重要性、いわば 「学校の求心力」が弱まったこと、そして未来志向から現在志向の、子 どもにとって 「心
地よい」学校 とい うように、従来的学校のイメージとは異なる学校の様子が報告 されている。
では、こ うした現在の学校において実際の子 どもたちの具体的な様子は どうなっているのか。不登校 と
い う現象ひ とつを思い起こして も、求心力が弱まった といって急速 に不登校が増 えることもなければ、逆
に、心地 よい場になったか らとそれが 「解決」 に向かっているわけでもない。子 どもたちはどのような意
識の もと学校へ通い続 けているのか。そしてその学校生活の内実は どのよ うであろ うか。そ うした子 ども
と学校の 日常に言及 した検討はいまだ不十分である。
そこで本稿 では、学校観、とりわけ 「学校のもっ求心力」 と密接な関係にあると思われる、子 どもの 「学
校通学への義務感」に関する意識 に着 目しなが ら、現在の子 どもの学校生活の様子 を描き'出す ことにした
い。 したがって、学校観を扱 うと言っても、子 どもか ら見た場合の学校観 とい う極 めて限られ た側面を問
題に してい る。具体的には、まず、子 どもの学校観について、史的変遷 を概観 しつつその現状 を理解 し、
その次 に、学校観を変数に した学校生活の考察をお こな う。 ここでの学校生活 は、学校や授業、教師、そ
してクラスの友人関係 についての意識 に加 えて、学校での心身の状況や 自己イメージ も含ませている。
使用す るデー タは、公立中学校の生徒 を対象 に実施 した質問紙調査 による結果である。2005年2～3
月に、大阪府 ・兵庫県 ・岐阜県のいくっかの中学校で1・2年 生 を対象に大阪大学大学院学校臨床学研究会
が実施 した。有効サ ンプル数は、848サンプルである。
なお、教師に関する質問の場合、単に 「先生ゴ と言 っても、子 どもによってイメージす るものが異なる
ことが予想 され る。ある特定の仲めよい先生を具体的にイメージする子 どももいれば、担任 の先生をイメー
ジするものもあろ う。 また学校 の教師全体を抽象的にイ メージす る子 どももい るかもしれない。そこで今
回は、「担任 の先生」 とい うかたちに限定し具体的な教師をイメージ させるように した。
2.子ど もの 学校 観
a)これまでの学校研究にみる学校観の推移
今回 とりあげようとする学校観、す なわち 「学校のもつ求心力」や 「子 どもの義務感」 とい うのは時代
の移 り変わ りとともに変化 してきた。まず最初に、その史的変化 を見てお くことに したい。
現在のよ うな学校のあ り方は、明治5年 の学制に始 まるものであるが、この頃の学校観 については柏木
(1996)に詳 しい。当時においては、そもそもの就学率 自体高 くはなかったが、就学している とい う場合 も、
その実態は 「児童モ学校に出ツル ヲ欲セス父兄モ之ヲ好マサル ノ情実アル」(p.65)とい う様子で、学校は、
日々通 うものとして彼 らの生活 に内在化 していなかったよ うである。 また、「民衆に とってみればある程
度 の読み書きが習得できればそれ以上学校にいる必要はなかった」(p.67)とい う状況だった とい う。.
この状況を鑑み ると、先の木原(1978)の主張である、近代化の到来によって起 こる学歴主義 ・意識の
台頭が、学校観の変化にとって重要であることが推測 され る。そ こで、学歴意識の浸透過程を調査 した天
野他(1988)の研究を概観 してみ ることに したい。 まず近代化の開始当初の時期 には、学歴は特定の限られ
た人々だけの問題 で、学歴 とも学歴主義 とも無縁な生活 を送っている人たちが圧倒的多数で とい う。そ し
て近代化の初期段階か ら学歴主義イデオロギーを積極的に受容 したのは、社会的な転生を強い られた 「旧
士族」で、明治中期には中等以上の学校教育は自明視 されていた とい う。それ に続いた 「商家層」は大正
期 から昭和初期に、そ して最後に 「農家層」が戦前期か ら戦後 にかけての時期に、中等教育が普遍化 していっ
た。このよ うにして、中等以上の学校が人び とに浸透 しきったのは第二次大戦前後であった とい う。
普遍化 したと言 っても、戦後 間もない頃においてはいまだ学校は絶対的ではない。前田(1953)の論文の
中で、「青少年は、大部分の時間を学校で過すのであ り、学校によってよりも社会生活の過程そのものに よっ
て形成せ られている」(p.94)とい う一文がある。そ して 「学校教育と社会教育 とが分化を経て高次の一体化、
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統合を実現 しなければな らない」(p.94)と締 めくくられる。学校 に就学 ・通学することは汎化 して きた
とは言え、今ほ どに学校に期待 され る役割は大きくなかった ことが うかがわれ る。
これが1970年代になると、一転す る。例えば、「学校は、社会において教育機能を果た している教育活
動の中で王座 についているのである。 この事実によって、教育は学校において行なわれるとい う教育観が
大部分 の人 々の考え方の うちに根 をおろしていて、これが しだいに定型化 した教育理解 となってきてい る。
子 どもを学校へ通学 させ ることは 日常通例めことと考えられ、わが子をなぜ学校へ通わせなければな らな
いかな ど問題 とはならない とい うほ どになっている」(海後,1973,p.1)と表現 され る。 ちょうど1970
年代後半ば高校進学率が9割 を越 え、高等教育の進学率も専修学校 を含め ると5割 を越す とい う事態に
なった頃である。そ して、その進学要求の高ま りに関する実状 を詳 しく見た潮木(1978)によれば、それ
は国民の内部から生 じた学習要求ではな く、20歳代前半の学歴獲得の 「競争の勝敗 をもとにその後の人生
コースをに各個人 をふ り分 ける とい う特異 な社会 システムを作 り上げ、それに依存 してきた結果」(潮木,
1978,p.188)であるとい う。
この1970年代の子 どもの学校観 を見てみよう。荻原(1978)の調査結果である。 「学校へはいきたい子
だけい けばいいことになった とした ら」 とい う問いか けに対 し7割 を越える子 どもが学校へ行 くと回答す
ること、そ してその中身は 「勉強 しないとお となになってか ら困るから学校へい く」が4割 を越 え、「友
だちと遊べて楽 しいから」が2割 強だった ことを明らかに している。
また、柴野(拍78)は 「学校教育とい う制度があるゆえに生徒は出席 し、教師は教えるという慣行により
かかって授業 しているとい う姿が今 日の教育」(p.73)と極言 とも言 える考察をしている。そ して、評価の
一元化がすすみ 「上級学校へ の進学ないしそこでの何 らかの達成度を予想することによって現段 階での評
価が決まるとい う逆行現象」(p.76)が起 きてお り、「その評価 は、教育本来のあるべき姿に基づいてなさ
れるのでな く、受験技術の進歩、テス ト主義体制への適応能力 とい う点か らの評価が優先する」(p.76)と
述べる。
こうした学力中心の学校の状況 を示 した研究には、深谷(1983)の、小学校段階か ら子どもたちの意識が
学力中心であ りそれが学校生活に反映されているとい う報告がある。また藤 田(1991)は、学校 を 「競争
的でメ リ トクラテ ィックな教育 システム」 と表現 し、そこでの教師の二面的態度を指摘 した。す なわち、
人間的で普遍的な価値を口に しなが 叡 非人間的強制をちらっかせた評価 と選抜をするとい う状況である。
そ して近年 、学校 はさらに変わ りつつある。それはすでにあげた、伊藤(2002)、元森(2004)、大多
和(2001>、樋 田(1999)、高籏(2002)の論からも うかがえる。以上のよ うな流れ をふまえた うえで、次
に現在の子 どもの学校生活に即 した具体的な学校観 を、調査の結果から検討 してみることに したい。
b)現在の子 どもの学校観
「学校は好き」 とい う子 どもは、多い。 〈とてもあてはまる〉お よび 〈ややあてはまる〉 と回答する子 ど
もは7割 を超 える。そ して、「全体的に学校生活」 が 〈とて も楽 しい〉・〈やや楽 しい〉 とい う子 どもは8
割を超える。その様子は表1に 示 した とお りである。
衰1単 位・%
とてもiや や あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない aK.、凡A 計㈲
掌校は好き
あ薯 るiあ警 る
…
19β 7β 0.6 ,00ρ(848>
宇校は楽しい 3之2i・&・ 15.0 3.1 1,8 100の(848)
では具体的になにが楽 しいのか。学校生活のなかで 「勉強」、「友だちに会 う、こと」、「先生に会 うこと」、
「クラブ活動」、 「給食(昼 食)」、 「休み時間」、「クラスで団結す る行事」がどれ くらい楽 しいのか聞いてみ
たのが表2の 結果である。 これを見 ると、学校生活で楽 しいめは、「友 だちに会 うこと」お よび 「休み時間」
のようである。その割合 は、他を圧倒的に しの ぐ。
その一方で、学校生活の大半を占める授業、すなわち勉強について'〈とても楽 しい〉と回答す る子 ど.もは、
全体のわずかに3%で ある。くやや楽 しい〉を合 わせても3割 といった ところである。学校生活の大部分 は
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衰2学 綾生 活の中で 単位 ・%
棄蔀1£ 歎i楽 灘 、、
まつたく
秦しくない o.K鴨髭A 欝個》
僧強 ・、i、 。,i軋 ・
零
20,8 0.6 100.0(848》
友だちに会うこと 　 ;・"… ・・ 2.6 2.7 fOO.0(848)
先生に金うこと 5.9
き
302i37』
…
24,8;
1
2.0 董00.0(848)
クラブ活勤 46」 2・・i1・ ・ 124iz・ 100.0(848)
給食(墨食〕 33.O 42・i"・ ・
…4
.711.9曇 100.0(田8》
休み時闇 67.1 …i・ ・
`zOio9 100ρ(848)
体盲祭文化祭など
ケラスで団緒する行事 47.4 3翫,i".7: ・・i矯 100.0(848)
授業時間で 占められている。それが楽 しくないのに、学校生活が楽 しい とい うのは、考えてみれば興味深い。
今度は、こうした子 どもたちの学校 に通 う理由を聞いてみた。その回答状況は表3に 示 したとお りであ
る。最 も多いのは、「友だちに会 うため」である。それ に続いて、「行くのがあた りまえだか ら」とい うもの、
「勉強をするため」 とい うものが高い割合である。
ここで興味深いのは、友だち、勉強 といったこ とに加えて、行 くのがあた りまえとい う意識 の高 さである。
衰3鈷 日学綾に遁う退由 蝋位つ6
とても
あてほまる
やや
あてはまる
あまり}ま ったく
あて鵬 な半 て鵬 ない DK.鼠A. 肝㈹
勉強をするため 29.5 56.3 10.6 2.9 0.7 100.0(848)
先生に会うため 2.6 14.3 467 34.7 1.9 100.0(848)
友だちに会うため 59.1 30.9 5,4 2.5 2.書 100.0(848》
親に「行きなさい3と魯われるから 8β 14.4 29.0 46。2 1.5 100.0(848)
クラブ活動をするため 33.4 34.2 15,8 14.6 2ρ 100.0(848)
将楽函らないため 32.9 412 16.7 7』 2.1 100.0(848)
行くのがあたりまえだから 465 35.6 13ρ 4.2 0.7 1qoo(848)
これは、"学校 に通 う"こ との 日常化、 もっ と言えば義務感や強迫感が意識 され てい る、 と言 える結果で
あろ う。事実、他 の結果 を見て.も、学校 を休む ことは悪いことだ と思 うとい うことにっいて、まったくあ
てはま らない とい う子 どもは2割 と少な く、.さらに、学校 に行 くのがイヤになった ときも授業を受けたと
い う子 どもは7割 にものぼる。
これが単 に具体的な強制の結果でないことは、 「親に 『行きなさい』 と言われ るか ら」学校に通 うとい
う状況にあてはまるとい う回答が、〈とてもあてはまる〉 と 〈ややあてはまる〉を合わせても2割 程度に
す ぎないことか らも うかがえる。 また、こ うレた義務感 ・強迫観は、子 どもたちだけが抱いているのでは
なさそ うである。子 どもたちに、「お うちの人 はあなたが学校 に行きたくないとき休 ませ てくれそ うか」、
と質問 した結果が、表4で ある。半数以上が休ませて くれそ うに 〈まった くあてはまらなレ}〉と回答 して
いる。
衰4「 おうちの 人」について 単 位 ・9モ
あなたが学校に行きたくないと音
休ませてくれそう
とても
あてはまる
やや
あてはまる
あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない
D.K.,NA 齢(N}
4β 12.o 27.7 54.1 1,5 100.0(848)
こうして、子 どもた ちは今 日も学校へ向か う。学校へ行 くことがあた りまえとい うことは、すなわ ち、
学校 とい う存在が自明のものとして子 どもたち、および、社会に受け入れ られていうとい うことであろ う。
それに仮 抗」することは、もはやナンセンスな状態になっているのではなかろ うか。その意味で、学校の「求
心力」は、むしろかつてよ りも強 くなってきていると言 えるか もしれない
そ うした印象は、学校に行 くのがイヤになったときに授業を受けた理由をF.A.の形式で答えて もらっ
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た結果か らも受ける。いくっか を紹介 しておく。「欠席す ると逃げた自分がイヤでひ きょうな気持 ちにな
るから」(2年女子)「学校に行くのが子供の仕事だか ら」(2年女子)「行 くのが当然で 自分のためだか ら」
(2年男子)「やっぱり授業にお くれ るし、友達 とはた くさん しゃべ りたいか ら」(1年女子)「仲の良い友
達 に会 えるか ら」(2年男子)「途中で帰った りした ら友達 とかとしゃべれないか ら」(1年女子)「学校 にいっ
て友達 と会った ら楽 しくなると思 ったから」(2年女子)「学校は、どんな理 由があっても、行 くべき場所
だか ら」(2年女子)「休む とじぶんにあまえると一緒だから。あ と行けば どうって ことない」(2年女子)。
これ らの回答から、子 どもに とって 「学校 に行 く」ことがいかに重大な ものとして意識 されているかが
うかがえる。学校は積極的に行きたいわけではないが行 くべ きだ、それに友だちがいてそれ は楽 しい、と
いった具合に騙 しだま しに集まってきているかのよ うな印象である。そ こには、 もはや学校のない状態、
学校 に行 かない という選択肢はない。ややおおげ さな指摘かも知れないが、E.フロム(1951)が指摘 した「匿
名の権威」の支配が彷彿させ られて しま う。すなわち、学校の存在は、子どもたちにとって、強制ではな
くおだやかな説得であ り、自明のことしか要求 しないかのよ うに見える状況なのである。それが、いまの
子 どもか ら見た学校観 と言 えないだろ うか。学校がコンサマ トリー化 した とい うよりも、学校には行 くも
の と観念 した子 どもたちが学校 とい う枠 の中でコンサマ トリーな部分 を見つめるようにな りは じめた とい
うほ うが、よ り現在の学校 を的確にあらわす表現か もしれない。
3.学 校観 と子 どもの学校生活
a)学校通学義務感の裏にひそむ勉強への意識
先の学校通学に関す る義務感、 「行 くのがあた りまえ」 とい う意識の内実 について、 もうすこ し詳 しく
見てみよ う。 「行 くのがあた りまえ」 と回答 した子 どもは、学校に通 う理 由として他に どの ような ものを
高い割合で回答す る傾 向があったのか をクロス表 で確かめてみたところ、 「あた りまえ」にあてはまると
い う子 どもほ ど、勉強す るため、お よび将来困 らないためにっいてもあてはまると回答する割合が高くなっ
ている。 ここから、学校 に行 くのがあた りまえ とい う回答の裏には、学校 の勉強は してあた りまえ、ある
いは学校 は将来のためになるもの とい う確信のよ うなものがひそんでい ると言えそ うである。その状況は
表5と 表6に 示 した とお りである。
そ こで、学校の勉強についての意識の全体的状況を以下に見てみる。結論か ら言えば、ここからも子 ど
もが学校の勉強について、義務感 あるいは強迫観に近いものを感 じていることが うかがい知ることができ
る。まず表7は 、勉強に対す る子どもの意識 を示 した ものである。 「勉強ボできるようにな りたいと思 う」
とい う子 どもは9割 を上回る(〈とて もあてはまる〉 と 〈やや あてはまる〉を合わせた場合)。〈とて もあ
ではまる〉の割合だけを見て も、7割 近 くにのぼる。 しか しその一方で、 「勉強をす るのは好き」 と回答
す る子 どもは、〈とて もあてはまる〉 と 〈やや あてはまる〉を合わせ ても、2割 とかな り少ない。そ して
実際に、「勉強でわからない ことがあるとき先生に相談する」といった努力をする子どもは4割 にも満たず、
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衰7鮪 強に闘 して 単位;96
とても
あてはまる
やや
あてはまる
あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない 臓K,"A 計ω
憩彊がで妻るようになりたいと思う 68.9 25.0 3.7 t7 0.8 100.0(848}
触強をするのは好き 4.2 20.2 422 3t6 1.8 100.0(848》
勉強でわからないことがあるとき
先生に糟績する 8.8 3董5 4t6 17.2 0.8 100.0(848)
触強ができることは得だと思う 49.9 28、8 143 5.0 2.凄 100.0(848)
仲のよい友だちが
どれだけ触強できるか気になる 24.6 34.9 25.2 144 0.8 100∬(848)
また、家での勉強時間は1時 間未満が多い。
「勉強ができることは得だ と思 う」について見てみ ると、8割の子 どもが 〈とてもあてはまる〉あるいは 〈や
や あてはまる〉 とい う回答 を している。つま り、勉強は"好 き"で はないけれ ど、"得"だ か らで きるよ
うにな りたい、 とい うことなのであろ う。そ うした勉強 に対す る意識 と関連 があるのか、・「仲のよい友 だ
ちが どれだけ勉強できるか気になる」 とい う子 どもは6割 である。
さらに表8は 、勉強する理由について質問 した結果 である。一番高い割合 を示 しているのは「受験のため」
衰8億彊する現霞 単位=96
とても:や や1あ まり1ま ったくi
あてはまるiあて購 ξあ・㈱ な・・iあ・㈱ 鱗 眠 甑 計㈹
先生が「しなさい」と雷うから 5.5 … …i姻i…i・ ・ 100ρ(843)
競がr協 さい」と實うから 16.9
:
・・li…i…1・2 書00ρ(848)
難強がおもしろいから 3.肇 17£i4乞21;… 35451・4 100.0(848)
需豪しあわせな生活をするため 265 3a2i2a6 }韮2・Oi1・7 100』(848)
勉強しておくと
役に立つ二とが多いから
3フ4 、α、i風,… 馴11」
ii
1000(848)
いい減績をとりたいから 46β 33.8 12き 54i璽.7
i
驚00.0(848)
受験のため 5t7 32.4 毒9.4 5。7iα8
=
100.0(848)
であり、二番 目が 「いい成績 をとりたいか ら」である。そ して最 も低い割合を示 していたのは 「勉強がお
もしろいか ら」である。や らざるを得ない ような状況だか ら勉強 している とい うのが、現在の子 どもたち
の本音 と言 えよ うか。
では次に、先の学校通学への義務感 を感 じる子 どもたちの勉強の様子を見てみよ う。表9と 表10であ る。
まず 「勉強ができるようにな りたい」とい うことにつ いてである。行 くのがあた りまえ とい う子 どもは～
あた りまえではない子 どもに比べて、勉強ができるよ うになりたい と回答 している。 そして、同様の傾向
は 「勉 強ができることは得」について も見 られ、行 くのがあた りまえ とい う子 どもほ ど、勉強ができるの
は得だとい う割合が高い。
しか しその一方で、「家 でどれ くらい勉強するか」 とい う勉強時間 との関連は見 られない。 また 「勉強
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でわか らないことがあるとき先生に相 談する」 とい うことにっいても特に関連 は見受 けられない。 また授
業 中の様子に注 目してみて も、 「授業を熱心に うけてい る」「もっと先生 にあてられたい」「自分からすす
んで発表す る」とい うこといずれ についても、これ といって関連は見当た らない。
このよ うに、「学歴社会の崩壊」 とささやかれ、あるいはゆとりや子 どもの個性 を重視 した教育改革が
なされた今 も依然 として、いわば伝統的 ともいえる学校の勉強に関する義務感 ・強迫感が子 どもを取 り巻
いていることが指摘 できよう。 この限 りで、かつて学歴主義が批判的に論 じられた70年代か ら、ほ とん
ど変化 していない。特にそ うした傾向は、 「学校に行 くのはあた りまえ」 とい う学校通学への義務感 を感
じる子 どもに顕著である。学校の勉強への義務感 ・強迫観が、学校通学の義務感 とい うかたちであらわれ
ていると言えるかもしれない。
b)通学義務感と授業 ・クラスの友人関係
先の通学義務感(「行 くのがあた りまえ」)を感 じる子 どもの、実際の学校生活 にお ける特徴を示 してい
きたい。具体的には、授業や クラスの友人関係についての特徴 をここで示 し、そ して次項において、学校
における心身の状況、自己認識を扱 うことに したい。
こ うした学校生活 を考察するにあた り、次の点に留意 したい。すなわち、勉強のできる ・分か るとい う
ことの重要性についてである。経験的にも想像できることであるが、今回のデータで もやは り、 「授業が
わか る」子、「勉 強が得意」 とい う子の学校生活は概 して良好 である。彼 らは、学校が好 きで楽 しく、教
師 との関係 もよく、もちろん勉強は好きだとい う割合が高い。 さらに大 きな差ではないが、授業はわか
る ・勉強が得意 とい う子は友人関係 も比較 的良好である。例えば、 「授業はわかる」に 〈とてもあてはま
る〉 とい う子 の場合、友だちに会 うことが楽 しい子は79.4%、授業わかるに 〈ややあてはまる〉 の子の場
合70.5%、〈あま りあてはま らない〉では66.3%、〈まった くあてはま らない>64.7%とい う具合である。
したがって、単に学校通学に義務感 を感 じる一感 じない とい う2分 類だけでな く、それぞれ、義務感 を
感 じる子の中で授業のわかる子一わからない子、義務感を感 じない子の 中で授業のわか る子 一わか らない
子に分けて考えることによって、 より現実に即 した理解を導き出すことができると考えた。そこで本稿で
は、以下の分析を、① 『学校 に行 くのはあた りまえ/授 業はわかる』、② 『学校に行 くのはあた りまえ/
授業はわからない』、③ 『学校に行 くのはあた りまえでない/授 業はわかる』、④ 『学校に行 くのはあた り
まえでない/授 業はわか らない』の4類 型 を使用 してすす めることに したい。 この4類 型 の詳 しい状況に
ついては図1の とお りである。
さて、まず最初 にこれ ら4類 型の子 どもの勉強 に対する意識 を見てみ よう。 「勉 強ができるようにな
りたい」にっいて 〈とてもあてはまる〉 とい う割合は、① 『あた りまえ/わ かる』73.7%、② 『あた りま
え/わ か らない』67.2%、③ 『あた りまえでない/わ かる』60.9%、④ 『あた りまえでない/わ か らない』
64.5%である。 また、「勉強がで きることは得」に 〈とてもあで はま る〉では、①55.5%、.②50.0%、③
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43.5%、④31.6%である。 ここか ら、学校に行 くのがあた りまえ、す なわち通学義務感 を感 じてい る子 ど
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もほ ど「勉強ができるようにな りたい」「勉強ができることは得」と考えていることが分かる。特 に、①の『学
校に行 くのはあた りまえ/授 業はわかる』の勉強に対する意識 は高い。
そ して、そ うした帰結 とも言えよ うか。①の子 どもたちの勉強に関する競争意識は高い。 「クラスの子
や友だち とテス トの点数 を競争す る」について見 ると、①65,3%、②53.0%、③55,1%、④46.0%(〈とても
あてはま る〉 と 〈ややあてはまる〉 を合 わせた割合)で ある。 また、「仲 のよい友だちがどれだけ勉強で
きるか気 になる」では、①68.0%、②55.5%、③57.9%、④43.4%(〈とてもあてはまる〉 と 〈やや あてはまる〉
を合わせ た割合)で ある。 どち らの結果を見て も①の割合が高い。そ して、授業はわからな くても義務感
をもつ②の子 どもたちは、③の授業がわかる子 どもと同じ程度に強い競争心を抱いている。一方で、授業
もわか らな くて義務感 も感 じない④の子 どもたちの競争意識は低い。
続いて授業中のよ うすを見てい こう。これまでの勉強に対する意識 の結果 を考えると、やや矛盾 した状
況が示 される。 まず、「授業 を熱心に うけている」について 〈とてもあてはまる〉の回答状況を見てみると、
①12.0%、②2.9%、③21.7%、④3.9%と、もっとも熱心に うけているのは、③ 『学校に行 くのはあた りま
えでない/授 業はわかる』の子 どもたちである。 もう少 し詳 しく見ると、② と④の割合の低 さか ら、授業
がわかるか どうかに大きく左右 されていることが分かる。 また① と③ に注 目した場合、授業がわかって も
義務感 を感 じる①の子 どもたちは、③に比べると熱心 さがやや低めである。同様の傾向は次の結果からも
うかがえる。授業中 「もっ と先生にあて られたい と思 う」について、 〈とてもあてはまる〉 と 〈やや あて
はまる〉の回答 を合わせた割合であるが、それぞれ、①26.6%、②11.4%、③36。2%、④18.4%である。また、
「自分か らすすんで発表する」については、①44.7%、②22.7%、③52.1%、④22.3%(〈とて もあてはまる〉
と 〈ややあてはまる〉を合わせた割合)で ある。いずれも③がもっ とも高く、①が中間、そ して②④が低
い といった状況である。 こうした傾向は、授業中の 「居眠 り」、「授業 と関係 めない勉強」、「私語」の頻度
に関す る質問において も、同様の回答パター ンである。
今度は、クラスでの人間関係に関して見てみよ う。 まず、表11の 「同じクラスの子たちを仲間だと思 う」
とい う意識 についてである。仲間だ と思 うに 〈とて もあてはまる〉 あるいは 〈やや あてはまる〉 と回答 し
た子 どもの割合 は、①79.2%、②70.8%、③66。7%、④55.3%であ り、①②③④の順でクラス内の友人関係
が良好であるかのよ うな結果である。
しかし、表12で ある。 「クラスのみんな と調子 を合 わせるよ うにしてい る」では、〈とてもあてはまる〉
と くややあてはまる〉を合わせた場合、①65.4%、②53,9%、③52。2%、④44.7%と、先ほどの 「クラスの
子たちを仲間 と思 う」割合が最も高かった①の子 どもが 「人 と調子を合わせ る」傾向にあ り、逆に 「仲間
と思 う」割合が低かった④の子 どもたちは 「人に合 わせ る」ことをあま り意識 していないのである。また、
「自分の 『キャラ』・か らはずれたこ とは しない」 とい う質 問については、①57.2%、②49.4%、③37.7%、
④39.5%(〈とて もあてはまる〉+〈 ややあてはまる〉の割合)と い う回答結果である。類似の状況は、「誰
かに悪 口を言われないか不安に思 うことがある」、「クラスの中に何でも本音で話せる友だちがいる」の結
果か らも うかがえる。 これ らの結果か ら、通学義務感を感 じてい る①②の子 ども、 とりわけ①の子 どもた
ちがやや無理を してい るよ うな様子 を垣間見ることができる。
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「あた りまえ」 と義務で学校 に通ってい る子 どもたちは、勉強への高い意識や 、同 じクラスに所属す る
子 どもを仲間として意識 している。す なわち、彼 らはいわゆる 「学校文化」でよいとされ ることに価値 を
見出 してお り、学校文化に適応 している子 どもたちだ と言えよ う。ただ、彼 らの実状を詳 しく見ると、勉
強 について もクラスの人間関係についても、「あた りまえではない」 とす る子 どもに比べて授業に熱心で
ない、あるいは、 自己抑制的にクラスメイ トとっ きあ うとい うよ うに、その価値意識 と実際の行動や態度
とのズ レが見 られた。
c)通学義務感と心身の状況 ・自己イメージ
表13は学校生活の中で 「や る気が出ない」 とい うことについて示 したもので ある。 これ を見ると、②
・『あた りまえ/わ か らない』 と④ 『あた りまえでない/わ か らない』 とい う、授業のわか らない子 どもが
や る気の出ない傾向にあることが、まず分か る。そ して、① と③ に注 目してみると、〈とてもあてはまる〉
を見る限 り差異はほ とん どないものの、 〈やや あてはまる〉では③ に比べて①の子 どもたちは15ポイ ン ト
高い割合を示 している。 「ムカつ く」 「だるい」 「イ ライラする」 とい う項 目においても同様の傾 向は見 ら
れる。 これ らの項 目にっ いて、〈よくある〉および 〈ときどきある〉 に回答 した① と③の子 どもの割合 の
数値 を、以下に紹介 してお こう。 「ムカつ く」では、①69.0%に対 して③59.4%、「だるい」では①52.8%、
③39.1%、そして 「イライ ラす る」では①67,4%に対 して③59.4%である。① 『あた りまえ/わ か る』 と
③ 『あた りまえでない/わ かる』の子 どもを比べると、①の子 どもの方が心身の状況が不安定になりが ち
と言 える。また、「授業 を うけるのがきつい」 と思 う頻度についての質問でも 〈まったくない〉の割合を
比べてみ ると、①28.4%に対 して、③42。0%と、授業はわかっていても①の子 どもたちは授業にしんどさ
を感 じていることが分かる。
続 いて、自己イメージについて見てみよ う。「いま自分に自信があるか」とい う質問について見ると、①『あ
た りまえ/わ か る』 がもっ とも自信 を感 じている。〈とてもあてはまる〉 と 〈ややあてはまる〉を合わせ
た割合は、①31.8%、②23.7%、③26.0%、④17.1%である。① に続いて高い割合を示すのは③ 『あた りま
えでない/わ かる』であ り、 ここでの 「自信」にはおそ らく、授業がわかる ・勉強ができるとい うことに
起因する部分もあるのだろ う。ただ、それだけでは説明しきれない部分もあるようである。これ に関連 して、
興味深い結果を示すのが表14の結果である。 これは、「担任の先生 に 『ダメな子』だ と思われていると感
1じることがある
」 とい う質問項 目の結果を示 したものである。 この結果 を見ると、② 『あた りまえ/わ か
らない』の子 どもが他 よりも低い割合を示 している。特 にそれ は、〈まった くあてはまらない〉の割合を
比べてみると顕著である。 ここにも、授業がわかる ・勉強ができるとい うことの影響も うかがわれつつも、
単にそれだけでは説 明できない状況がある。 これ ら 「自信」についての結果 と 「ダメな子だと先生に思わ
れている」についての結果 を重ねて考えると、次のよ うな推測が考えられる。すなわち、通学義務感 を感
じる子 どもたちは、勉強が一定程度できる場合 は自信を強 く持 ちやす く、その一方でできない場合は教師
か らの評価を気にしがちになる傾向があるとい うことである。
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4.結語
今回の分析で明らかになった ことを以下に述べてお こう。学校は好き ・学校生活 は楽 しい とい う子 ども
は多い。その一方で、学校生活の中で勉強が楽 しいとい う子 どもはかな り少ない。そ して、学校に行 く理
由についてたずね るとかな り多 くの子 どもたちが,「行 くのがあた りま えだか ら」 と回答 していた。「匿名
の権威」の支配 とで も言 うべきかたちで、学校の 「求心力」が強くなっているのではないか とい うことが
示唆できる。また、特 に注 目したいのは 「行 くのがあた りまえ」 とい う場合、その裏には勉強や将来への
意識があることである。事実、勉強に対する意識 を見ると、得だか らとやや義務的に勉強に取 り組んでい
る子 どもた ちの様子が うかがわれた。その意味で、学校の勉強に関する義務感 ・強迫感が、いまなお子 ど
もたちを取 り巻いていると言える。
さらに詳 しく見る と、そ うした義務感を ともないながら学校へ通 う子 どもた ちの場合、そ うでない子 ど
もに比べ、勉強ができるよ うになりたい とい う思いを人 より強 く抱き周 りの子 どもの勉強の出来を気にす
るとい う一方で、授業には必ず しも積極的ではない。そ して、クラスではやや人間関係に気 を遣っている
様子である。また、彼 らは、例え勉強がで きる とい う意識 を持っていても、や る気が出ない ・ムカっ く ・
だるい ・イ ライ ラす るといったことに高い割合で回答 していた。 さらには、勉 強ができる場合は自信 を強
く持つが、できない場合は低い 自己評価 を抱 くことを示唆する結果もあった。.このよ うに、通学義務感を
感 じる子 どもたちが、学校に適応 しようとしている姿、そ こか ら矛盾 した状況が起こってい ることが、 こ
れ までの分析か ら浮かび上がってきた。 こ うした子どもたちの姿を、過剰 に適応する姿 とも言えるのでは
ないか。
それはすでに見た、70年代の、学力 中心の学校観や学歴主義によって説明される学校の 「求心力」 とも、
またす こし異質のものである。かつてのように大っぴ らな反抗がほ とん ど起こらないほどに画一化がすす
んだ状態 と言い表せ よ うか。すべての子 どもが学校に行 く、すべての子 どもが勉強ができることを 目指す、
とい う画一化である。 あま りにそれが浸透 しすぎていて、表面上には大きな問題がないよ うで、実はその
水面下には種々の綻びが生 じている。今回のデータか らもその綻び状況をい くつか示唆す ることができた
のではないか と思 う。
このように考えてみると、学校が 「コンサマ トリー化」 したと言われなが らも、一向に問題状況が解決
していない現状について、うなづける部分があるかもしれない。例 えば、「学級崩壊」は、"反抗"で はなく、
綻びが積み重なって子 どもが"荒れてしまった"状況 として見えて くる。また、子 どもたち自身によれば、「い
じめ」の問題を解 く鍵 はス トレスにある(黒 沼,2001)と言うが、今回見たよ うな状況では、子 どもたち
のス トレスは軽減 され ることはないであろ うし、その結果 としての 「いじめ」が解決に向かっていないこ
とも理解できるのではないか。
以上か ら、現在の学校が 「個性」や多様性を認 める場を 目指す ことを掲げているにもかかわらず、ます
ます画一化が進行 していることが示 された。それは、明治以来の学校 の変遷の流れに乗 り続 けている状況
とも言えよ うか。そ して、そ うした現状は子 どもの立場か らすると、過剰適応 とい う人間性 を剥奪 したよ
うな結果 を生みだ している。この過剰適応の一番の問題は、子 どもたち自身が、自覚 なくみずから進 んで
行なっているところにあろ う。
その意味で、最近の学校教育の変革は率直に言って、あま り功を奏 していないと言 える。ただ、現在の
改革の流れその ものは、このよ うな状況 を打破 しうる、すなわち、多様なあり方 を許す学校をっ くってい
く方向にある。例 えば 「総合的な学習の時間」、地域の大人の学校介入 といった取 り組みな どであるb制
度的な改革 とい うだけでな く、個々の学校 レベル あるいは、子 どもレベルに改革の意図が十分に行きわた
り、この状況が改善され ることが期待される。
今後、教師の視点か らの学校観 にっいても検討す ることが重要な課題 としてあげ られよ う。今回の改革
の流れ で教師が変わってきたこ とは、例えば高籏(2001,2002)らによρてすでに明 らかに されてお り、
教師の意識 においては学校観が変化 していることが推測 され る。その意味で、教師の学校観 に着 目するこ
とも必要不可欠な作業であろう。また、それ に関連 して、子 どもにとっての教師の位置づけ、すなわち教
師 一子 ども関係 の変化 も予想 され る。本稿 では、この部分について も十分に取 りあげることができていな
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い。今回の考察を最初の作業として位置づけ、今後さらに論を深めていきたい。
【潤
(1)居 場 所研 究 の代 表 的 な もの と して は、 住 田 ・南(2003)、住 田(2004)、深谷(2003)があ る。
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AS加dyofS蝕dC耐s,ThoroughAdaptatiomtotheirScぬools
TORIGOEYUiko
In.thispaper,weattempttoevaluateth6perceptionsofjuniorhighs加dentsregardingtheirschools.The
resultsof廿1eresgarchrevea童廿}atmanystudentsregardgoingtoschoolandattendingclassesasaduty・The韮rpresence
inschoolstemseptirely丘omthissenseofduty.Thismoodmakesstudentsorientthems畔lvestotheirschools,and
alsograduallythesch60韮董tselfstrengthenthecentripetalfbrcetostudents・
Anotherfindingisasfり110ws.Althoughstudelltswhohaveastrongersenseqfdutyregardl皿gclass
attendancecertainlyhaveastronger.desiretosecuregoodresu韮tsthanother.stud6nts,they.donothaveapositive
attitudetowardtheirclasswork.Asaresult,theyd6notexperiencefbeiingsofsatisfaction,Anotherfindingofthis
studyisthatstudentswhosecuregoodresultsareextremelyconfidentbutconsiderthemselvestob6poors加dentsif;
onoccasion,theirresultsarebad.Thisphenomenonseemstoderivefセomathoroughadaptationtotheschoolbythe
students.
